
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
は

日
、
柏
崎
刈
羽
原
子

力
発
電
所
６
号
機
（
Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｒ
、
１

３
５
万
６
千
㌔
㍗
）
の
原
子
炉
を
起

動
し
た
。
制
御
棒
を
午
後
７
時
２
分

か
ら
引
き
抜
き
、
核
分
裂
が
開
始
。

午
後
８
時

分
に
臨
界
に
達
し
た
。

順
調
に
進
め
ば

日
に
系
統
に
並
列

し
、
点
検
の
た
め
の
原
子
炉
停
止
を

挟
ん
で
２
月

日
に
営
業
運
転
入
り

す
る
。
起
動
は
約

年
ぶ
り
。
福
島

事
故
か
ら

年
の
節
目
を
前
に
信
頼

回
復
、
安
全
確
保
に
努
め
て
き
た
東

電
Ｈ
Ｄ
の
原
子
力
事
業
が
再
始
動
す

る
。

日
は
中
央
制
御
室
で
１
班

人

の
運
転
チ
ー
ム
が
起
動
に
対
応
。
制

御
盤
を
操
作
す
る
と
制
御
棒
挿
入
状

態
を
示
す
ラ
ン
プ
が
消
え
、
原
子
炉

が
起
動
し
た
。
東
電
Ｈ
Ｄ
は
「
設
備

の
健
全
性
確
認
を
慎
重
に
進
め
、
気

づ
き
が
あ
れ
ば
適
切
に
対
処
す
る
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
は
２

０
２
１
年
に
不
正
Ｉ
Ｄ
事
案
が
発

覚
。
東
電
Ｈ
Ｄ
は
体
制
や
制
度
を
見

直
し
、
新
潟
県
民
に
安
全
確
保
の
情

報
を
伝
え
信
頼
回
復
に
努
め
た
。

昨
年
の
県
民
意
識
調
査
で
も
信
頼

性
は
低
い
ま
ま
だ
っ
た
が
、
安
全
対

策
の
認
知
度
が
高
い
ほ
ど
「
再
稼
働

の
条
件
は
整
っ
て
い
る
」
と
の
回
答

で
肯
定
す
る
意
見
が
目
立
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
昨
年

月
、
新
潟
県
の
花

角
英
世
知
事
が
再
稼
働
を
容
認
し

た
。営

業
運
転
に
入
れ
ば
脱
炭
素
電
源

の
供
給
力
と
し
て
、二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
�
）
排
出
削
減
や
需
給
逼
迫
の
改

善
に
期
待
が
か
か
る
。
１
基
の
稼
働

で
年
１
千
億
円
の
利
益
改
善
効
果
も

見
込
ん
で
い
る
。

柏崎刈羽６、起動

年
ぶ
り
、東
電
初
の
再
稼
働


年
ぶ
り
、東
電
初
の
再
稼
働

来
月

日
、営
業
運
転
復
帰

号 外

原子炉モードスイッチを起動に切り替える運転員
（写真は中央制御室、代表撮影）

水曜日
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(第三種郵便物認可) （２）２０２６年（令和８年）１月２１日（水曜日）

審査申請

仲間の輪

２０２５年６月、安全対策工事が一巡した後、燃料装
荷を開始。慎重に作業が進められた

燃料装荷

２
０
１
３
年
９
月
、
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
、

７
号
機
の
新
規
制
基
準
適

合
性
審
査
を
申
請
す
る
姉

川
尚
史
常
務
執
行
役
（
右
、

当
時
）

安全対策

地
震
や
津
波
、
台
風
な
ど

か
ら
発
電
所
を
守
る
安
全

対
策
工
事
は
２
０
２
５
年

６
月
ま
で
に
一
巡
し
た

（
写
真
は

年

月
に
実

施
さ
れ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
ベ

ン
ト
の
吊
り
込
み
作
業
）

発
電
所
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
活
性
化
へ
入
構

者
に
声
か
け
す
る
稲
垣
武

之
常
務
執
行
役
・
柏
崎
刈

羽
原
子
力
発
電
所
長現場の運転員は訓練でスキルを磨き続けた（２０２５年

月の花角英世新潟県知事の現場視察時）

２０２３年月、核燃料移動禁止命令の解除を受けて
会見する小早川智明社長東電ＨＤ幹部も参加し、新潟県域で県民に安全対策などを

説明して回った（写真左は福田俊彦副社長）

訓練重ね

覚悟語る
理解活動

柏崎刈羽６ 起動までの記録
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